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国土交通省北陸地方整備局

信濃川河川事務所大河津出張所

TEL 0256-97-2121

E-mail shinano@hrr.mlit.go.jp

か ど う ぜ き か い ら ん ば ん

「信濃川・大河津分水写真コンテスト」は、越後平野に恵みをもたらす信濃川の魅力を広く紹介し、

もっと身近に感じてもらえることを目的に昭和６３年から開催しているものです。

信濃川を題材に川と人との関わり・暮らしをテーマとした写真を、「信濃川下流部門」、「信濃川中

流及び魚野川部門」、「大河津分水部門」の３部門で募集しています。

今回のコンテストでは、３部門合計154点の応募作品から、２４点の入賞作品を選出しました。今号

では、入賞作品の一部をご紹介します。

信濃川・大河津分水写真コンテスト

グランプリ・信濃川下流部門 最優秀賞 「ほ～ら こんなに高いよ」

撮影場所：新潟市中央区やすらぎ堤

渡辺 隆（新潟市）

大河津分水部門 最優秀賞 「部活好タイム出るかな！」

撮影場所：寺泊・町軽井

明道 進二（燕市）

大河津分水部門 優秀賞 「育みの流線」

撮影場所：洗堰

大橋 豊（新潟市）

大河津分水部門 新潟日報社賞 「壮観 洗堰」

撮影場所：大河津分水洗堰と
下流本川橋を望む

植木 元（柏崎市）

大河津分水部門 新潟フジカラー賞

「可動堰、おつかれさま」

撮影場所：大河津分水 旧可動堰

樋口 もえ（長岡市）

＜展示会場・期間＞

○燕市役所スカイラウンジ ２月 ２日～２月 ９日

○弥彦村役場 ２月10日～２月18日

○三条市役所 ２月19日～２月26日

全体の巡回展示日程については、信濃川河川事務所ホームページの「トピックス」をご覧下さい。

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/shinanogawa_info/photo_con2014/

※各会場とも初日は午後から、最終日は午前

まで展示しております。また、閉庁日はご覧

いただけません。

これらの入賞作品は、以下のとおり燕市などで巡回展示するほか、大河津資料館でも常設展示いたしま

す。ぜひ、ご覧いただき、信濃川・大河津分水の魅力を感じていただければ幸いです。



信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/

信濃川大河津資料館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/ohkouzu/index.html

大河津可動堰情報館

http://www.hrr.mlit.go.jp/

shinano/kadouzeki/

『可動堰なんでも電話』を開設し、みなさんからのご意見・ご質問などをお待ちしております。
０２５８－３２－３１３４ （平日 ＡＭ９：００～ＰＭ４：００）

大河津可動堰情報館ホームページから、毎月１日には可動堰回覧板の最新号をご覧頂けます。また、
バックナンバーも合わせてご覧頂けます。アドレスは「http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/kadouzeki/」です。

工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

洗堰上流に設置したオイルフェンス
本川へ流出すると船を使用した大規模な作業となります

河川への油流出事故が急増中
～事故防止のため、油類の取扱には十分にご注意ください～

油を吸着マットを用いて回収作業

信濃川水系河川整備計画（平成26年1月策定）は、信濃川水系の今後おおむね３０年間の具体的な河川整備
の目標や実施内容を示したものです。

本計画では、信濃川水系全体の治水安全度を向上させるため、大河津分水路改修を優先的に進め、改修にあ
たっては、河口山地部掘削、低水路拡幅、第二床固の改築、堤防質的強化などの整備を実施するとしておりま
す。

昨年６月以降、地元の皆様より、現地で測量等実施させていただき、昨年１０月には、具体的な大河津分水
路の拡幅形状等の案をとりまとめることができました。これらを河川整備計画に反映させるため、変更の手続
きを取っておりましたが、１月６日に変更手続きが完了しました。

今後とも、大河津分水路改修の早期の事業化に向けて努力してまいりますので、引き続きご理解、ご協力を
どうぞよろしくお願いいたします。

①ホームタンクからの小分け中はその場を離れない。

②小分け後はホームタンクのバルブがしっかり閉まっていることを確

認する。

③積雪などでホームタンクや給油配管などが損傷しないようこまめな

除雪を行う。また、除雪時は破損させないよう十分に注意する。

④油が漏れた時は、元栓を閉め、拭き取りや漏れた油の回収など外

へ流れ出ないよう応急処置を行う。

冬期は暖房用などに灯油を扱う機会が多くなるため、河川への油流出事

故が増えます。この冬も信濃川河川事務所管内では昨年12月だけで１６件

（うち１４件が油類関係）の流出事故が発生しています。前年と比べ、発

生件数が非常に多くなっています。

ひとたび油流出事故が発生しますと水道・農業用水の取水停止、周辺環

境の汚染や生息する生物などに大きな影響を及ぼします。

事故原因（油流出）の多くは取扱時の不注意によるものです。事故を発

生させないために、以下の点についてご注意をお願いします。

万が一河川へ流出してしまった時や油の流出を発見した時は、被害

の拡大を防止するために最寄りの消防署、国土交通省河川事務所、県

地域振興局、市町村役場などへ速やかに通報をお願いします。

なお、油流出事故が発生した場合には、その原因者に対策費用や損

害賠償が求められる場合がありますのでご注意ください。

１月に「信濃川水系河川整備計画 」の変更手続きが完了しました

H24 H25 H26

12月 5件 9件 16件

12月の水質事故件数（過去３カ年）


